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六甲星見蔓の養部氏の新反射赤道儀

木　　邊　　成　　麿

　か‘t」とのことであった・

無駄にもならないでせう』と御詰へして置いた．

　然し，同じ作るなれば永久に使へるものと云ふことになり，幸ひ30Clllは

前1日に維験が一度あるので，條件がよく進む爲め，大膿これと云ふことにな

った．

　：毯部氏としても，20Cm位が，それとも思ひ切って47　cmを作るかで，相當

考へられた楳であったが，大腿次の理由で30cmに結局定まったのであった・

　（一）　遊星面雪眼，特に火星の観測を希望する・

　　　　・英國天文協會から來たフヰリツプス師の意見に，“火星の有効な親測には

　　　　8－9時程度でもよいが12時位が一一一般的に更に有効と思はれる”

　　　　叉，土星は軍位光度が淡い）で口穫の大きい必要がある・

　　　　木星は」階の緯度的移動の研究には時計仕掛と相當な口fEと倍率が必要であ

　　　　る・・・…　’・・・…

　（二）掩蔽に微かな星を見る歩めに，口裡は大きい方が無論有効である・

　（三）微光縫光星の追跡・…・■・一’・一一…

　（四）　製作上から，鏡及び組立て等30Cmが前回レ増二蓬瞼がある故，亥子都合である・

　以上，前三の早退では時計イ」竃赤道儀は聞違ひないとして，口径は25Cm

位より50　crn位なれば，移動し得るので，坂後のものと火星の條件が結局

30Cmに導いたものと思っ℃居る．勿論47　cmは眼　1見証用でなく，叉，マウ

ンティングも新型である等…………結島，臥硯鏡として大きい方で，最も標

’f｛fの30cm型に定まったのは當然であると思ふ．（自分として30　Cm級の反

射が満足に使へる点流が極めて僅かであることを惜むが…………）

　清工は8月末位かと思湾、．l14途で最も賜ったのは副班に11　cmの屈折の筈

であったのが，都合で15cmが船で庁：1いてしまったので，急に焚史したこと

であった．レンズはLレイ「の4のらしい，品は極上等とは賞め難いが，名

　類しを受けたのが七月終りであったと思ふ．「春に

教頭から遊られ・て來た47cn、の鏡では到底討ひ切れ

そうにもないので，暫定的に何か手頃なものはない

　　そこで私は『20cm位の反射鏡なれば，さして
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は信用出來るノ＼である所が17位もある長いもので，筒が．1こ筒より長くないの

で面喰つた．　屯さを考へて，屈折のカ’は三部ア’tミ・・：・・1ム’（3作ったが，川

來ればヂーLラttミンを使用するのが奉當であろ6・

　兎に角，ノくきいノ）．∈㍉f叛ノ）廻．ll專とは別に玲ti，イ」’けた．」＝f乍力：∫遮中て3託れ．vこ，｛iこ

内にどうかと心配1たが．幸ひ］2月28日に組’11で終った．前IUI］：り除程1ド・い．
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六甲星兇塁の論難・白璽六角形の建物が槻測豪

る答であった

けれど＝案外そ

れが川歯す・，

細かなノ所’でト

ケ雨湿直した

外，どの国使

ひ易くなった

かは疑問であ

る．　Brasliじ11r

機ノ弱ミ理をあまi）慮Illしすぎて居るので，前luJのは微動が：査く不出來であっ

た．／i、度のは，この黙が最も改良さ」，tてるる．然し．根イく的でない責任は免れ．

ない．筒の廻縛は介後25Cn1以上には，　LLボレピ’を使用して‘ま如何かと思

って居る．現在でITレクラン．プを締めたままでは，動ずとき時計に悪い影響か來

る．結局屈折の様に仰向いて見ることが多い．考へねば’ならぬと思って居る。

　鏡の方は僕が行ひ，26Cmが之れで．．．二個1［であったため，前i巳1よりよく出

來たと思って居るが，中央胴こは山が出來た．焦鮎内外線には之が見られる．

然し，鏡線を支配する所には，急な階段も出証す，端の負修IEは弧すぎたが

甚だしいunderの線は出來ないと思って居る．然し，鏡は他の公’i’cな経験者

に線を見て貰ってからでたいと，作者のi㌃は軍に蓼考にttでとして置くべき

であろう．ノ1く諏の方が自↑・曼1¶1來る作品であったが，切り取る時に破ったのは

残念であった．身龍が元三りにになれ．ば，作り直す心積で居る・

　据付けのカ’は自分が見て届ないのと，これは僕よりも立派な批評叉｛ま紹介
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新設された六甲星見塁（胴部氏宅）の望遠鏡

K一に御譲りした方がよいだろう．

今，望遠鏡を重ねて：紹介すれば：

　鏡　　面　　試　　験

T　I端（1・L）・5・・nmの帯）副｝・00

125mm　　　　　　　O．哺
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國産反射赤道儀，運傳時6r付き．

口径は31cm（組，鏡は暫くL’（1・：v　cm　l・’　209

Cmを使川）F240　q1・位・

副鐘は15um屈折，　F　255　c11L

型式は花山の13mshear　25じ111型．近江の飯

野氏のものと殆／しど同型（天界159號参照）

光學部以外は西村製作所製．

遊星断，掩蔽，太陽寓眞が観測の主目的

着工は1！）：；4年8月中旬

星霞…成ζま1934『㍉12刀L）9，四

　一一翻したいのは，咋年中にこの種のものをノく文界にτ二個も迎へたことであ

った．lll村氏が居られたら如何に慶ばれたかア氏が反射製作の草分けをしら

），したのであったが，漸くその果が今頃ぼつぼつ出て來た様な氣がする．いつ

れ僕iがやったので，闇闇も多くあると思ぴ荏部氏にも申i澤ないと思って居る・

だが，若しこうしたのが今後増加して三界に野獣があれば，名碁は故人に蹄

し，成果がなければ自分の不徳に負ふて然るべきだと思ふ，（1935甲1，月1賑己）


